
大阪大学大学院情報科学研究科における 
修士学位論文および修士の学位審査に関する指針 

 
 

(平成 2１年３月５日 教授会承認) 
 
大阪大学大学院情報科学研究科では、修士学位論文の内容、および、形式について次のような

指針を設ける。この指針に沿って、作成された論文に基づいて修士学位審査を行い、適当と認

められる者に対し、修士（情報科学）、修士（工学）、修士（理学）、修士（学術）いずれか適当

な学位の授与を行う。 
 
(1) 修士の学位を受ける者は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を

担うための能力を有する必要がある。修士学位論文は、これらの能力を修得するために行

われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含む必要がある。 
 

(2) 修士学位論文は明瞭、かつ、平明に書かれ、その内容について各専攻で開催される修士論

文発表会・審査会で学術研究に相応しい発表、討論がなされなければならい。 
 

(3) 修士学位論文は、日本語、英語、または専攻で認められた言語により書かれるものとする。

題目は本文と同じ言語によるものとし、日本語以外で書かれる場合は日本語の訳を付す。

本文は、内容梗概、緒論、結論に相当する章が含まれなければならない。本文は、さらに、

この分野の概要、他の研究者による関連研究の状況、修士学位論文に含まれる研究の位置

づけ、方法、結果、討論、が適切な章立てにより含まれるものとする。 
 

(4) 学位審査は各専攻により行われ、専攻長会にて最終判定する。 
 

(5) 専攻の定める追加事項があればそれに従う。 
 

 
  


